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問1 ヒトの苦味受容体遺伝子における対立遺伝子PAV、AVI、AAI、AAVの変異過程について、チンパンジーの遺伝子配列がPAV型
と同一であるという前提に基づき、突然変異の蓄積順序として最も妥当なものはどれか。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  PAVからSNP2が変化してAVI
型へ、次にSNP1が変化してAAI型
へ、最後にSNP3が変化してAAV型
へ

2.  PAVからSNP1が変化してAAI
型へ、次にSNP2が変化してAVI型
へ、最後にSNP3が変化してAAV型
へ

3.  PAVからSNP3が変化してAAV
型へ、次にSNP1が変化してAAI型
へ、最後にSNP2が変化してAVI型
へ

4.  PAVからSNP2が変化してAAV
型へ、次にSNP3が変化してAVI型
へ、最後にSNP1が変化してAAI型
へ

問2 細胞周期の進行に伴うタンパク質発現の制御について、タンパク質XがDNA複製中に減少する理由として最も妥当なものはど
れか。 （2023年　全国公立入試　類似）

1.  DNA複製に必要な酵素の働き
を阻害するため

2.  細胞周期の進行に伴い、次の時
期へ移行するための制御機構とし
て発現が抑制されるため

3.  タンパク質Xが細胞分裂の終結
を促す役割を担っているため

4.  細胞が分裂を停止し、休止期へ
移行する準備を行うため

問3 品種改良における純系品種の交配と選抜に関する記述として、誤っているものはどれか。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  純系同士を交配しても、配偶子
形成時の乗換えにより、配偶子の
遺伝情報は必ずしも親と同一には
ならない。

2.  選抜を繰り返すことで特定の遺
伝子座をホモ接合化させ、形質を
固定することができる。

3.  花粉と胚の遺伝情報は減数分裂
を経て形成されるため、常に同一
の遺伝情報を持つ。

4.  新しい品種の育成過程では、好
ましい形質を持つ個体を次世代の
親として選抜する。

問4 体細胞分裂と減数分裂の染色体の挙動に関する記述として、誤っているものを次のうちから一つ選べ。 （2014年　全国公立入試　類似）

1.  体細胞分裂の中期では、各染色
体は2本の姉妹染色分体から構成
されている。

2.  減数分裂の第一分裂前期では、
相同染色体が対合して二価染色体
が形成される。

3.  体細胞分裂の中期において、赤
道面に並ぶ染色体には乗換えによ
る遺伝子の組み換えが必須であ
る。

4.  減数分裂の第一分裂中期では、
二価染色体が細胞の赤道面に並
ぶ。

問5 多細胞生物の体細胞における遺伝子発現の仕組みに関する記述として最も適切なものはどれか。 （2015年　全国公立入試　類似）

1.  すべての体細胞は、細胞の種類
に関わらずゲノムの塩基配列が同
一である。

2.  分化した細胞は、不要になった
遺伝子をゲノムから除去してい
る。

3.  神経細胞と肝臓の細胞では、保
持しているゲノム情報が大きく異
なる。

4.  遺伝子発現は、細胞分裂の分裂
期においてのみ行われる。

問6 伴性遺伝に関する記述として最も適切なものはどれか。 （2019年　全国公立入試　類似）

1.  性染色体上の遺伝子も常染色体
上の遺伝子と同様に、減数分裂を
経て配偶子に分配され、メンデル
の法則に従って次世代に伝達され
る。

2.  性染色体上の遺伝子は、雌雄の
性別に関わらず常に同じ確率で表
現型として現れるため、性別によ
る発現頻度の差は生じない。

3.  三毛猫の毛色を決定する遺伝子
はY染色体上に存在し、雄のみが
この遺伝子を受け継ぐことで茶と
黒のまだら模様が形成される。

4.  X染色体上の遺伝子は、雌では
必ずホモ接合体として存在するた
め、常に優性の形質が表現型とし
て現れる。

問7 細胞周期におけるDNA量の変化に関する記述として最も適当なものを、次のうちから一つ選べ。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  G1期の細胞のDNA量を1とし
たとき、S期を経てG2期に達した
細胞のDNA量は2である。

2.  G1期の細胞のDNA量を1とし
たとき、S期を経てG2期に達した
細胞のDNA量は0.5である。

3.  G1期の細胞のDNA量を1とし
たとき、S期を経てG2期に達した
細胞のDNA量は1である。

4.  G1期の細胞のDNA量を1とし
たとき、S期を経てG2期に達した
細胞のDNA量は4である。

問8 DNA濃度(mg/mL)をx、黄色光の強さをyとしたとき、xとyが原点を通る比例関係にある検量線において、x=0.05のとき
y=0.4であった。このとき、黄色光の強さが0.6と測定された溶液のDNA濃度(mg/mL)として最も適当なものはどれか。 （2022

年　全国公立入試　類似）

1.  0.060 2.  0.075 3.  0.080 4.  0.095

問9 遺伝子の連鎖がメンデルの独立の法則に従わない理由として、最も適切なものはどれか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  連鎖している遺伝子は、減数分
裂において同一の染色体とともに
分配されるから

2.  連鎖している遺伝子は、形質を
発現するために互いを必要とする
から

3.  連鎖している遺伝子は、体細胞
分裂において染色体の組み換えが
起こらないから

4.  連鎖している遺伝子は、同じ形
質に関与しているため独立して分
離できないから
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問1 多細胞生物において、同じ遺伝情報を持つ細胞が組織ごとに異なる機能を持つ理由として最も適切な説明はどれか。 （2017年　全国

公立入試　類似）

1.  細胞ごとに必要な遺伝子のみを
選択的に発現させているから

2.  細胞ごとにDNAの塩基配列が
大きく書き換わっているから

3.  細胞ごとにタンパク質合成の鋳
型となるDNAを複製し直している
から

4.  細胞ごとに不要な遺伝子をすべ
て物理的に除去しているから

問2 ある生物の個体において、肝臓の細胞と皮膚の細胞を比較した際、両者の間で共通しているものとして最も適切なものはどれ
か。 （2019年　全国公立入試　類似）

1.  保持しているDNAの全塩基配
列

2.  細胞質内に存在するRNAの全
種類と量

3.  発現しているタンパク質の全種
類

4.  細胞の形状および細胞小器官の
構成比

問3 生物の遺伝物質がDNAであることを示す歴史的経緯において、形質転換に関する説明として最も適切なものはどれか。 （2011年　

全国公立入試　類似）

1.  形質転換とは、ある個体の
DNAが他の個体に取り込まれ、そ
の形質が変化する現象を指す。

2.  形質転換は、減数分裂に伴う染
色体の組み換えによって新たな遺
伝形質が生じる現象である。

3.  形質転換は、DNAの二重らせ
ん構造が複製される際に生じる塩
基配列の変異のことである。

4.  形質転換は、メンデルの遺伝の
法則に従って親から子へ形質が伝
達される過程を指す。

問4 オペロン説におけるリプレッサーの働きとして、正しい説明はどれか。 （2023年　全国公立入試　類似）

1.  オペレーター領域に結合するこ
とで、RNAポリメラーゼによる転
写を抑制する。

2.  プロモーター領域に結合するこ
とで、RNAポリメラーゼの結合を
促進する。

3.  構造遺伝子から翻訳されたタン
パク質を分解し、発現量を調節す
る。

4.  RNAポリメラーゼと複合体を
形成し、転写の終結を誘導する。

問5 バクテリオファージが細菌に感染して増殖する過程において、ファージのタンパク質が合成される場所として最も適切なもの
はどれか。 （2013年　全国公立入試　類似）

1.  感染した大腸菌の細胞内部 2.  ファージの頭部表面 3.  大腸菌の細胞外の培地 4.  ファージの尾部末端

問6 真核生物の細胞分化において、遺伝子発現が制御される仕組みとして正しい説明はどれか。 （2021年　全国公立入試　類似）

1.  細胞の種類に関わらず、すべて
の遺伝子が常に転写・翻訳されて
いる。

2.  調節遺伝子の働きにより、特定
の細胞で必要なタンパク質のみが
選択的に合成される。

3.  タンパク質合成の場であるリボ
ソームが、核内へ移動して転写を
直接制御する。

4.  DNAポリメラーゼが特定の遺
伝子を選択的に認識し、タンパク
質合成の開始を決定する。

問7 人類が新石器時代以降、野生植物を栽培し品種改良を行う過程で、収穫効率を高めるために選抜されてきた形質として最も適
切なものはどれか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  種が成熟すると穂から脱落しに
くい性質

2.  種が成熟すると同時に発芽する
性質

3.  害虫を誘引する揮発性物質を放
出する性質

4.  野生種よりも草丈が極端に高く
倒伏しやすい性質

問8 メンデルの遺伝の法則の一つである「優性の法則」に関する記述として、最も適切なものはどれか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  遺伝子型Aaの個体の表現型
は、遺伝子型AAの個体の表現型と
一致する。

2.  対立遺伝子Aとaが存在する場
合、必ずAがaに対して生存上の優
位性を持つ。

3.  遺伝子型Aaの個体の表現型
は、遺伝子型aaの個体の表現型と
一致する。

4.  対立遺伝子Aとaが共存する
と、必ず両方の形質が混ざり合っ
て現れる。

問9 人類の進化過程におけるSNPとアミノ酸置換の解析において、組換え頻度が低い遺伝子座の組み合わせが維持される理由とし
て、最も適切なものはどれか。 （2026年　全国公立入試　類似）

1.  遺伝子座間の物理的距離が極め
て近く、減数分裂時の交叉による
分断が起こりにくいから。

2.  SNPによるアミノ酸置換が、常
に個体の生存率を劇的に向上させ
るため。

3.  組換え頻度が高いほど、特定の
遺伝子型の組み合わせが次世代に
固定されやすくなるから。

4.  遺伝子座間の距離が遠いほど、
組換えによる遺伝的多様性の喪失
が起こるから。

問10 乗換えに関する記述として最も適切なものはどれか。 （2008年　全国公立入試　類似）

1.  乗換えは雌雄を問わず減数分裂
の過程で起こる現象である。

2.  乗換えは体細胞分裂の前期にお
いて頻繁に観察される。

3.  乗換えによって染色体の数その
ものが倍加する。

4.  乗換えは同一染色体上の遺伝子
間の距離を短くする現象である。
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問1 ABO式血液型の遺伝に関する記述として、最も適切なものはどれか。 （2007年　全国公立入試　類似）

1.  A遺伝子とB遺伝子は、O遺伝
子に対して優性である。

2.  AB型は、A遺伝子とB遺伝子の
うちいずれか一方のみが発現す
る。

3.  O型の遺伝子型は、AOまたは
BOである。

4.  血液型の遺伝は、環境要因によ
って変化する。

問2 DNA分解酵素とRNA分解酵素が持つ「特異性」の定義として最も適切なものはどれか。 （2022年　全国公立入試　類似）

1.  特定の種類の核酸分子のみを基
質として認識し、分解反応を触媒
する性質。

2.  核酸の塩基配列に関わらず、す
べての核酸分子を等しく分解する
性質。

3.  光の強さを変化させることで、
核酸の存在を視覚的に証明する性
質。

4.  DNAとRNAの両方を同時に分
解し、核酸を完全に消失させる性
質。

問3 メンデルの分離の法則が成立する背景として、二倍体の生物における減数分裂の過程で最も重要な事象はどれか。 （2022年　全国公立

入試　類似）

1.  相同染色体が対合し、その後分
離して異なる配偶子に入ること

2.  体細胞分裂によって遺伝情報が
正確に複製されること

3.  複数の遺伝子が同一の染色体上
に連鎖して存在すること

4.  自家受粉によって遺伝子の突然
変異が誘発されること

問4 PTC味覚感受性に関与する受容体タンパク質の遺伝子型において、AVI型がPAV型に対して低感受性を示す場合、この遺伝的関
係を説明する記述として最も適切なものはどれか。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  AVIはPAVに対して潜性であ
り、ヘテロ接合体はPAVに近い高
い感受性を示す。

2.  AVIはPAVに対して顕性であ
り、ヘテロ接合体はAVIに近い低
い感受性を示す。

3.  AVIとPAVは共顕性であり、ヘ
テロ接合体は両者の中間的な感受
性を示す。

4.  AVIとPAVは不完全顕性であ
り、ヘテロ接合体は両者の平均値
よりも低い感受性を示す。

問5 ヒトの常染色体上の劣性遺伝子によって決定される形質について、両親ともにその形質が発現している場合、生まれてくる子
供の形質発現に関する記述として最も適当なものはどれか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  子供の性別に関わらず、子供に
は必ずその形質が発現する。

2.  男の子には発現するが、女の子
には発現しない可能性がある。

3.  両親の祖父母にその形質が発現
していなければ、子供には発現し
ない。

4.  子供の4分の1の確率でその形
質が発現する。

問6 メンデルの独立の法則が成り立つ二組の対立遺伝子A, aとB, bについて、二重ヘテロ接合体（AaBb）を自家受精させた場合、
F2において表現型が優性形質Aと劣性形質bを併せ持つ個体が出現する理論上の割合として最も適切なものはどれか。 （2012年　全

国公立入試　類似）

1.  3/16 2.  9/16 3.  1/16 4.  1/4

問7 伴性遺伝に関する記述として最も適当なものはどれか。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  男性はX染色体を2本持つた
め、劣性遺伝子が発現しやすい。

2.  女性はX染色体を1本しか持た
ないため、劣性遺伝子が発現しや
すい。

3.  男性はX染色体を1本しか持た
ないため、劣性遺伝子が発現しや
すい。

4.  伴性遺伝は常染色体上の遺伝子
によって引き起こされる現象であ
る。

問8 細胞分裂の過程において、DNA合成期（S期）に複製されるDNAを特異的に標識するために、培地に添加する物質として最も
適切なものはどれか。 （2022年　全国公立入試　類似）

1.  標識されたチミン 2.  標識されたメチオニン 3.  標識されたウラシル 4.  標識されたアセチルCoA

問9 メンデルの独立の法則が成立するための生物学的な前提条件として、最も適切な説明はどれか。 （2012年　全国公立入試　類似）

1.  二組の対立遺伝子が同一の染色
体上に存在し、組換えが起こらな
いこと

2.  二組の対立遺伝子がそれぞれ異
なる相同染色体対上に位置してい
ること

3.  二組の対立遺伝子が同一の染色
体上にあり、連鎖していること

4.  二組の対立遺伝子が減数分裂の
過程で常に同じ配偶子に分配され
ること

問10 生物の遺伝情報がDNAからタンパク質へと流れる一連の過程であるセントラルドグマにおいて、DNAの塩基配列がRNAに写し
取られる過程と、そのRNAの情報に基づいてタンパク質が合成される過程の組み合わせとして正しいものはどれか。 （2016年　全国

公立入試　類似）

1.  転写と翻訳 2.  翻訳と転写 3.  複製と転写 4.  翻訳と複製
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問1 真核生物において、特定の遺伝子の転写を調節する仕組みに関する記述として、誤っているものはどれか。 （2020年　全国公立入試　類

似）

1.  調節タンパク質は、DNAの特
定の塩基配列を認識して結合す
る。

2.  転写の調節は、細胞の分化や発
生の過程において重要な役割を果
たす。

3.  翻訳の段階でタンパク質の合成
を制御することも、転写調節の定
義に含まれる。

4.  転写の開始を促進する調節タン
パク質もあれば、抑制する調節タ
ンパク質も存在する。

問2 遺伝暗号において、3つの塩基で1つのアミノ酸を指定する理由として最も適切なものはどれか。 （2021年　全国公立入試　類似）

1.  塩基が2つではアミノ酸の種類
をすべて指定できないから

2.  塩基が4つ以上ではタンパク質
の合成速度が低下するから

3.  DNAの二重らせん構造を安定
させるために3の倍数が必要だか
ら

4.  アミノ酸の分子量と塩基の分子
量の比率が3対1であるから

問3 減数分裂の過程において、相同染色体の間で一部の染色体部位が交換される現象を何と呼ぶか。また、この現象によって生じ
る組換え価の性質に関する記述として最も適切なものはどれか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  乗換えと呼び、組換え価は遺伝
子間の距離に比例する

2.  乗換えと呼び、組換え価は常に
50%を超えることはない

3.  独立と呼び、組換え価は遺伝子
間の距離に関係なく一定である

4.  独立と呼び、組換え価は染色体
の長さにのみ依存する

問4 PCR法（ポリメラーゼ連鎖反応）に関する記述として最も適切なものを選べ。 （2016年　全国公立入試　類似）

1.  DNAポリメラーゼを用いて
DNAを指数関数的に増幅させる手
法である。

2.  RNAを鋳型としてタンパク質
を合成する過程を模倣した手法で
ある。

3.  制限酵素を用いてDNAを特定
の塩基配列で切断する手法であ
る。

4.  DNAの塩基配列を直接読み取
り、配列を決定する手法である。

問5 遺伝子組換え実験において、プラスミドYを導入した大腸菌をカナマイシン含有培地で培養した際、その大腸菌が緑色の蛍光を
発する理由として最も適切なものはどれか。 （2018年　全国公立入試　類似）

1.  カナマイシンがGFP遺伝子の発
現を直接的に誘導するため

2.  プラスミドYに組み込まれたカ
ナマイシン耐性遺伝子とGFP遺伝
子が連動して発現するため

3.  大腸菌がカナマイシンを分解す
る過程で緑色の蛍光物質が副生成
物として生じるため

4.  カナマイシン含有培地で生育し
た大腸菌のみが、培地中の蛍光色
素を取り込むことができるため

問6 植物細胞の細胞融合技術に関する記述として最も適切なものはどれか。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  細胞壁分解酵素を用いて細胞壁
を除去した後に融合を行う。

2.  動物細胞と同様に、細胞壁を維
持したまま融合させる。

3.  細胞壁を分解せずに細胞膜のみ
を融合させる手法が一般的であ
る。

4.  細胞壁の成分であるセルロース
を強化して融合を促進する。

問7 ヒトの唾腺細胞において、デンプンを分解する酵素として盛んに合成されているタンパク質はどれか。 （2017年　全国公立入試　類似）

1.  アミラーゼ 2.  インスリン 3.  ヘモグロビン 4.  フィブリン

問8 品種改良における純系品種の交配と選抜に関する記述として、誤っているものはどれか。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  純系同士を交配しても、配偶子
形成時の乗換えにより、配偶子の
遺伝情報は必ずしも親と同一には
ならない。

2.  選抜を繰り返すことで特定の遺
伝子座をホモ接合化させ、形質を
固定することができる。

3.  花粉と胚の遺伝情報は減数分裂
を経て形成されるため、常に同一
の遺伝情報を持つ。

4.  新しい品種の育成過程では、好
ましい形質を持つ個体を次世代の
親として選抜する。

問9 メンデルの独立の法則が成立するための生物学的な前提条件として、最も適切な説明はどれか。 （2012年　全国公立入試　類似）

1.  二組の対立遺伝子が同一の染色
体上に存在し、組換えが起こらな
いこと

2.  二組の対立遺伝子がそれぞれ異
なる相同染色体対上に位置してい
ること

3.  二組の対立遺伝子が同一の染色
体上にあり、連鎖していること

4.  二組の対立遺伝子が減数分裂の
過程で常に同じ配偶子に分配され
ること

問10 ラクトースオペロンの遺伝子発現調節に関する記述として、誤っているものはどれか。 （2020年　全国公立入試　類似）

1.  リプレッサーは、ラクトースが
存在しないときにはオペレーター
に結合している。

2.  リプレッサーがオペレーターに
結合している状態では、RNAポリ
メラーゼは転写を開始できない。

3.  ラクトースがリプレッサーに結
合すると、リプレッサーはオペレ
ーターに対して高い親和性を持つ
ようになる。

4.  この調節機構は、環境中の栄養
源に応じて必要な酵素のみを合成
するための効率的な仕組みであ
る。
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問1 ある生物の二つの遺伝子AとBについて、二重ヘテロ接合体（AaBb）と二重劣性ホモ接合体（aabb）を交配させたところ、得
られた次世代の表現型が、親と同じ組み合わせである個体が420個、組換え型である個体が80個であった。このとき、遺伝子
AとBの間の組換え価として最も適切な値はどれか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  6.0% 2.  7.8% 3.  16.0% 4.  27.6%

問2 DNAの複製とRNAの転写に関する記述として最も適当なものを、次のうちから一つ選べ。 （2018年　全国公立入試　類似）

1.  DNAの複製ではDNAポリメラ
ーゼが働き、両方の鎖が鋳型とし
て利用される。

2.  RNAへの転写ではRNAポリメ
ラーゼが働き、DNAの両鎖が同時
に鋳型として利用される。

3.  真核生物において、RNAの転
写は細胞質基質で行われ、その後
核内へ輸送される。

4.  DNAの複製および転写におい
て、ヌクレオチド同士はリン酸基
同士の結合によって連結される。

問3 真核生物の細胞内における遺伝子発現の過程である転写について、最も適切な記述はどれか。 （2022年　全国公立入試　類似）

1.  RNAポリメラーゼがDNAの鋳
型鎖を読み取り、相補的な塩基配
列を持つRNAを合成する過程であ
る。

2.  DNAポリメラーゼがDNAの二
本鎖を解き、遺伝情報を保持する
両方の鎖を同時にRNAへと転写す
る過程である。

3.  リボソームがDNA上のプロモ
ーターを認識し、アミノ酸を結合
させてポリペプチド鎖を形成する
過程である。

4.  DNAの遺伝情報を直接読み取
り、細胞質においてDNAを鋳型と
してタンパク質を合成する過程で
ある。

問4 ある生物において、対立遺伝子Dが黒色、dが橙色を決定し、別の対立遺伝子EがDの形質発現を完全に抑制する抑制遺伝子とし
て働く。このとき、DdEeの個体を自家受精させたF2において、黒色個体が出現する理論上の割合として正しいものはどれか。

（2006年　全国公立入試　類似）

1.  1/16 2.  3/16 3.  9/16 4.  12/16

問5 遺伝子の組換えに関する記述として最も適切なものはどれか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  減数分裂の過程で相同染色体間
で乗換えが起こることで、新しい
遺伝子の組合せが生じる。

2.  体細胞分裂の過程で乗換えが起
こることで、個体内の細胞間で遺
伝子の多様性が生じる。

3.  有性生殖における受精の過程
で、両親の染色体が融合すること
で遺伝子の組換えが完了する。

4.  細胞質分裂の際に染色体が不均
等に分配されることで、新しい遺
伝子の組合せが形成される。

問6 PCR法（ポリメラーゼ連鎖反応）に関する記述として最も適切なものを選べ。 （2016年　全国公立入試　類似）

1.  DNAポリメラーゼを用いて
DNAを指数関数的に増幅させる手
法である。

2.  RNAを鋳型としてタンパク質
を合成する過程を模倣した手法で
ある。

3.  制限酵素を用いてDNAを特定
の塩基配列で切断する手法であ
る。

4.  DNAの塩基配列を直接読み取
り、配列を決定する手法である。

問7 ショウジョウバエのだ腺染色体において、ある領域Mの組換え価が領域Nよりも大きいことが判明した。この事実から導き出さ
れる考察として、最も適切なものはどれか。 （2012年　全国公立入試　類似）

1.  領域Mは領域Nよりも乗り換え
が起こりやすい場所である

2.  領域Mは領域NよりもDNAの物
理的な長さが短い

3.  領域Mと領域Nの間では、乗り
換えが全く起こらない

4.  領域Mの遺伝子は領域Nの遺伝
子よりも突然変異率が高い

問8 真核生物において、特定の遺伝子の転写を調節する仕組みに関する記述として、誤っているものはどれか。 （2020年　全国公立入試　類

似）

1.  調節タンパク質は、DNAの特
定の塩基配列を認識して結合す
る。

2.  転写の調節は、細胞の分化や発
生の過程において重要な役割を果
たす。

3.  翻訳の段階でタンパク質の合成
を制御することも、転写調節の定
義に含まれる。

4.  転写の開始を促進する調節タン
パク質もあれば、抑制する調節タ
ンパク質も存在する。

問9 二つの純系品種を交配して得られた子孫から、好ましい形質を持つ個体を選抜し、次世代以降もその形質が維持されるように
固定する品種育成の過程において、最終的に得られる品種の遺伝的特徴として最も適切なものはどれか。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  特定の遺伝子座において、親由
来の対立遺伝子がホモ接合となっ
ている。

2.  親の全ての遺伝情報を保持して
おり、親と全く同一の遺伝子型を
持つ。

3.  減数分裂を行わないため、配偶
子の遺伝情報は常に親と同一であ
る。

4.  交配によって得られた個体は、
全ての遺伝子座でヘテロ接合とな
る。


